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巻頭言 

施設長 小野俊朗 

 

― 新たな十年へ ― 
 

 私どもの施設は 1993 年に岡山大学アイソトープ総合センターとして鹿田キャンパスに発足以

来、20 年を経過しました。その間、国立大学法人化の 1 年前の 2003 年に組織改編により、岡山

大学自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門鹿田施設（鹿田施設）となりまし

た。この時に私も助教授として赴任し、組織及び職員共々再スタートをきりました。 

 鹿田施設としての 10 年間は、それまで生命科学分野で主要であった RI を使用した実験手法

は次第に non-RI（蛍光等）に移行していき、特に 3H や 32P の使用は激減しました。施設利用者

数も 2000 年頃をピークに漸減し、2010 年には 3 分の 1 程度までになりました。全国的にも同じ

傾向で、各大学においても RI センターの再活性化は大きな課題となりました。 

 鹿田施設には 2011 年 4 月より（独）科学技術振興機構の地域産学官共同研究拠点整備事業と

して大学院医歯薬学総合研究科によりおかやまメディカルイノベーションセンター分子イメー

ジング部門が設置されました。この施設は医療系キャンパスのアニマル分子イメージング拠点

として利用されています。また液体シンチレーションカウンター等の機器や設備も順次更新さ

れ、新しい環境が整いつつあります。研究面では岡山大学資源植物科学研究所の「植物による

東日本大震災被災農地の修復」プロジェクトに共同研究として参画していますが、今後とも環

境放射線の測定及び評価に関しての研究開発を進めて行くつもりです。 

 本年 4 月より准教授、助教がそれぞれ教授、准教授に昇任となり、新たな 10 年のスタートを

きりました。この体制で、6 月には第 37 回国立大学アイソトープ総合センター長会議を主催し、

無事に終了することが出来ました。また、来年には岡山大学の「原子力施設耐災化と放射性廃

棄物処理・処分・除染に係わる教育・研究拠点」事業にも参画する予定です。これからも鹿田

施設は学内の他の放射線取扱施設と連携するとともに、岡山大学の放射線安全管理の要として、

法令遵守と共に安全・安心をキーワードに邁進するつもりです。今後とも、引き続き皆様方の

ご支援をお願いいたします。  
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話題 

１ ２４年度の変更承認申請について 

 

 鹿田施設に設置される小動物用SPECT/CTへの対応とPET区域における使用核

種、数量の変更のため変更承認申請を行い、平成２４年９月５日に承認されまし

た。工事等を伴う申請であったため、承認後、直ちに工事に取りかかり、平成２

５年３月８日施設検査合格となりました。 

２ アイソトープ総合センター長会議の開催について 

 

 平成２５年６月５、６日に岡山大学において国立大学アイソトープ総合セン

ター長会議が開催されました。この会議はアイソトープ総合センターのセンタ

ー長および専任教員による会議で、放射線同位元素等の利用における研究およ

び教育の発展に寄与するために組織されたものです。今年度は岡山大学が当番

校として開催されました。詳細は記録のため記事として本ニュースにてご紹介

します。 

３ 放射線発生装置取扱細則、PET 核種取扱要領の改正 

 
 PET 区域における使用核種、数量の変更に伴い放射線発生装置取扱細則、PET

核種取扱要領の改正を行いました。主な変更点は Zr-89 の追加です。細則、要領

では PET 核種に７日間ルールの適用ができる文言がありますが、Cu-64 や Zr-89

の混在の懸念から、まだ実際には７日間ルールの適用は実施されていません。 

４ SPECT/CT の稼動開始について 

  

 平成２４年度末に小動物用のSPECT/CT装置が医歯薬学総合研究科により鹿田施設

に導入、設置され稼動を開始しました。SPECT撮像とCT撮像が１台の装置できる、い

わゆるマルチモダリティ装置です。平成２５年の夏にはソフトウエアが更新され、

さらに使い勝手のよい機器となりました。 
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記事 

第３７回アイソトープ総合センター長会議記録 

 
 国立大学アイソトープ総合センター長会議（http://ricenters.umin.jp）は相互の緊

密な連携により、放射線安全管理に関する協力および情報交換を行い、センタ

ーの機能の向上を図り、放射性同位元素等の利用における教育および研究の発

展に寄与することを目的として毎年全国持ち回りで開催されています。平成２

５年度は岡山大学が当番校として開催されました。ここにご紹介します。 

開催案内

『 第３７回国立大学アイソトープ総合センター長会議 』�開催のご案内 

拝啓�  

      陽春の候、皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。�2011 年 3

月 11 日の東日本大震災とそれに続く福島第１原子力発電所事故から 2 年が経過し、被災地

の復旧・復興は一歩ずつ前に進んでいる状況です。しかし、特に福島県においては原子力発

電所の事故の影響は大きく、放射能による環境汚染に関しましてもいまだ収束されておりま

せん。国立大学アイソトープ総合センター群におかれましては震災ガレキの処理、除染、情

報発信、その他について、それぞれの立場から支援活動を継続されていることと存じます。

 � 

     近年、非密封放射性同位元素を使用したトレーサー実験等が減少している一方

で、動物用 PET あるいは SPECT を導入して分子イメージング研究の展開を推進するセンタ

ーも増加してきています。また学習指導要領が改正されて平成 23 年度より中学校 3 年の理

科で「放射線の性質と利用」の指導が開始されました。このような中で、放射線管理及び放

射線の新しい利用法の開発や提案のみならず、教育現場あるいは一般に対する放射線教育や

啓蒙に対して国立大学アイソトープ総合センター群の役割はますます大きくなってきてい

ます。   

     この様な情勢を背景にアイソトープ総合センター群の情報交換の場として、また

今年は国立大学法人化 10 周年目にもあたることから次の 10 年の中長期ビジョンに関する議

論の場として「第３７回国立大学アイソトープ総合センター長会議」を開催いたしたく、ご

案内申し上げます。なお今年 4 月 1 日より旧文部科学省科学時術・学術政策局放射線対策課

放射線規制室は原子力規制庁のもとに移りました。旧放射線規制室にも引き続きご支援を賜

りたく、現在会議への出席を要請中です。�今回も、情報交換会を開催いたします。事務担

当者の方々にも是非参加いただき、より一層の情報交換の場にしていただければ幸いです。
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理事挨拶要旨 

岡山大学理事 山本進一  
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特別講演要旨１ 
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特別講演要旨２ 
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新しい機器等の紹介 

AccuFLEXγ7001B�オートウェルガンマカウンタ 日立アロカメディカル 

 アロカ ARC2000 の後継となるガンマカウンターで

す。φ３×３インチの NaI(Tl) ウェル型シンチレーシ

ョン検出器を使用しています。測定エネルギー範囲

10〜2000kev、測定本数２００本となっており、汎用

タイプの使いやすい新機種です。 

 

 

 

 

Infrared Dry Σ8100 RI 汚染実験動物乾燥装置 桑和貿易 

 RI 実験に使用した動物の乾燥処理装置です。鹿田施

設では２０年近く今回更新機器の全世代型を使用して

きましたが、老朽化により今回更新されました。 

 

 

 

 

 

 

 

SPECT-CT 装置 米国 Gamma Medical 社製 

 小動物用の SPECT/CT 装置です。導入時は米国

Gamma Medical 社でしたが、社名変更により現在は米

国 Trifoil Imaging 社となっています。医歯薬学総合研

究科の設備機器として鹿田施設におかれているもので

す。                    
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高速冷却遠心機 CR22N HITACHI  

 コンパクトで使いやすい高速冷却遠心器です。１５

ml、５０ml、２２５ml のコニカルチューブに対応し

たロータが使用できます。 

 

 

 

 

 

通信機能付環境放射線モニタ PA-1100 HORIBA 

 環境放射線レベルの測定のための簡易モニターで

すが、通信機能を備えるため放射線マップを簡単に作

成できます。学内外で開催される講習会等での利用に

有用な機器です。 
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利用統計   

利用者の推移 ＜放射線業務従事者人数＞    

 平成 22 年度    152 名 

 平成 23 年度   157 名 

 平成 24 年度   178 名 

研究課題数の推移    

平成 22 年度        42 件 

平成 23 年度  47 件 

平成 24 年度   48 件 

 

購入（製造）核種の推移 

最近 3 年の核種毎の入庫数量（kBq） 

核種 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

P-32 905,702 504,860 379,250 

H-3 294,600 17,660 9,090 

C-14 27,800 29,600 29,600 

Cr-51 1,259,800 0 0 

I-125 152,000 303,220 155,170 

In-111 120,800 485,640 121,410 

Rb-86 39,900 39,860 41,370 

Co-57 38,700 0 0 

I-131 0 74,000 0 

Cs-137 0 1050 0 

C-11 0 538,520,000 94,400,000 

N-13 0 43,530,000 0 

F-18 0 329,010,000 372,895,000 

O-15 0 16,5000,000 3,570,000 

Cu-64 0 26,510,000 22,550,000 

Zr-89 - - 198,200 
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鹿田施設スタッフおよび委員会委員 

施設スタッフ 

 

部門長  山 田 雅 夫 

教授  小 野 俊 朗 

准教授  花 房 直 志 

技術専門員 金 野 郁 雄 

技術専門職員 永 松 知 洋 

技術職員 大 和 恵 子 

事務補佐員 寺 田 輝 子 

 

委員会委員 

 

自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門鹿田施設運営会議 

 

施設長     教授  小 野 俊 朗 

医学部     教授  竹 田 芳 弘 

歯学部     教授  大 原 直 也 

大学院医歯薬学総合研究科  教授  金 澤   右 

自然生命科学研究支援センター  教授  高 橋   卓 

自然生命科学研究支援センター  准教授  花 房 直 志 

大学院医歯薬学総合研究科  教授  山 田 雅 夫 

 

自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門 

鹿田施設放射線障害防止委員会委員 

 

施設長     教授  小 野 俊 朗 

自然生命科学研究支援センター  准教授  花 房 直 志 

自然生命科学研究支援センター  技術専門職員 永 松 知 洋 

教育学部    教授  伊 藤 武 彦 
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理学部     准教授  冨 永   晃 

医学部     助教  花 元 克 巳 

歯学部     助教  十 川 千 春 

薬学部     准教授  上 田 真 史 

工学部     准教授  林   秀 考 

環境理工学部    教授  木 村 幸 敬 

農学部     准教授  田 村   隆 

大学院医歯薬学総合研究科  助教  百 田 龍 輔 

資源植物科学研究所   教授  前 川 雅 彦 

岡山大学病院    教授  金 澤   右 

自然生命科学研究支援センター  助教  岡 本   崇 

自然生命科学研究支援センター  准教授  宮 地 孝 明 

運営日誌 

平成 24 年 

 4 月 6 日 液シン・γカウンター説明会 

平成 24 年 4 月 1 日～ 

平成 25 年 1 月 31 日 

保健学科放射線技術科学専攻の 3 年生  44 名(後期 45 名) 

放射線計測学実験Ⅱ・放射線安全管理学実験 

 4 月 18 日 第 10 回英語による新規教育訓練（鹿田地区） 

受講者数 4 名 

 4 月 16 日・19 日 第 117.118 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

受講者数 48 名 (4/16;31 名 4/19：20 名  内大学院単位認定 4/16：15 名・4/19：7 名) 

第 98.99 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

受講者数 53 名 (4/16;26 名 4/19;23 名) 

 4 月 17 日・20 日 第 117.118 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区）  

受講者数 32 名 (4/17;22 名 4/20;14 名 内大学院単位認定 4/16;15 名・4/19;7 名) 

 5 月 21 日 日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会企画専門委員会（東京） 

 5 月 25 日 医学科 2 年生基礎放射線学実習 58 名 

 6 月 1 日 医学科 2 年生基礎放射線学実習 60 名 

 6 月 5・6 日 第 36 回国立大学アイソトープ総合センター長会議(鹿児島市) 

 6 月 18 日 第 120 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

受講者数 15 名 
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 6 月 18 日 第 100 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

受講者数 13 名 

 6 月 19 日 第 120 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

受講者数 8 名 

 6 月 27 日 鹿田施設運営会議 

 7 月 5 日 平成 24 年度第 1 回第１種作業環境測定士連絡会 

 7 月 9 日 変更許可申請書文部科学省受理 

 7 月 18 日 アイソトープ協会年次大会実行委員会 

 8 月 20 日 日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会企画専門委員会（東京） 

 8 月 28 日 大学等放射線施設協議会（東京大学・安田講堂） 

 9 月 5 日 変更の承認 

 9 月 6 日 第 121 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

受講者数 54 名（内保健学科 43 名） 

第 101 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

受講者数 50 名（内保健学科 43 名） 

 9 月 7 日 第 121 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

受講者数 3 名 

平成 24 年 10 月 1 日  

～平成 25 年 1 月 31 日 

保健学科放射線技術科学専攻の 2 年生 43 名 

放射化学実験 

 11 月 5 日 第 123 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区） 

受講者数 9 名 

第 102 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

受講者数 5 名 

 11 月 6 日 第 123 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

受講者数 3 名 

 11 月 8・9 日 日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会年次大会(松山市) 

 11 月 22 日 放射性廃棄物処理(鹿田施設) 

可燃物 6 本、難燃物 23 本、不燃物 2 本、動物  7 本 

放射性廃棄物処理(OMIC 関係) 

可燃物 2 本、難燃物 2 本 

 12 月 4・5・6 日 日本放射線安全管理学会（大阪大学） 

 12 月 13 日 岡山理科大学臨床生命科学科学生 施設見学 51 名(引率 1 名・学生 50 名) 
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 12 月 19 日 個別新規教育訓練(工事関係) 17 名 

 12 月 20 日 個別新規教育訓練(工事関係) 5 名 

 12 月 25 日 個別新規教育訓練(工事関係) 2 名 

 12 月 25 日 OMIC 地下改修工事開始 

 12 月 26 日 個別新規教育訓練(工事関係) 2 名 

 12 月 28 日 個別新規教育訓練(工事関係) 3 名 

平成 25 年 

 1 月 9 日 日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会企画専門委員会 

 1 月 10 日 第 124 回全学一括新規教育訓練（鹿田地区）  

受講者数 5 名(他学外者 3 名) 

第 103 回光・放射線情報解析部門鹿田施設新規教育訓練 

受講者数 1 名(他学外者 3 名) 

 1 月 11 日 第 124 回新規教育訓練安全取扱実習（鹿田地区） 

受講者数 0 名 

 1 月 12 日 個別新規教育訓練(工事関係) 2 名 

 1 月 15 日 個別新規教育訓練(工事関係) 2 名 

 1 月 28 日 個別新規教育訓練(工事関係) 5 名 

 1 月 29 日 個別新規教育訓練(工事関係) 1 名 

 2 月 12 日 平成 24 年度第 2 回第１種作業環境測定士連絡会 

 2 月 14 日 個別新規教育訓練(工事関係) 9 名 

 2 月 28 日 OMIC 地下改修工事完了 

 3 月 4 日 平成 24 年度放射線業務従事者再教育訓練  

受講者数 106 名 (内、保健学科学生 44 名) 

講演 光・放射線情報解析部門鹿田施設 小野 俊朗 

『放射線の人体への影響と安全取扱い』 

 3 月 5 日 平成 24 年度放射線業務従事者再教育訓練  

受講者数 111 名 (内、保健学科学生 40 名) 

講演 神戸大学 小田 啓二教授 

『放射線防護の考え方』 

 3 月 7 日 施設検査(3 月 8 日合格) 

 3 月 8・11・12・13・14 日 平成 24 年度放射線業務従事者再教育訓練（ビデオ講習）受講者数 32 名 

 3 月 15～31 日 平成 24 年度放射線業務従事者再教育訓練（ビデオ講習）受講者数 3 名 
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変更承認申請、施設検査等記録 

主な承認申請 

 

平成 ５年 ２月 ２日 アイソトープ総合センター設置承認  

平成 ８年 ３月１２日 焼却実験棟の設置承認 

平成１０年 １月２１日 地下貯蔵室の設置承認 

平成１２年１２月 ２日 貯蔵能力の変更、密封線源の使用制限等  

平成１６年 ３月 ８日 貯蔵能力・核種・数量・使用場所の変更等 

平成１６年 ５月２８日 使用核種、数量の変更等 

平成１８年１２月１８日 ２階管理区域の解除 

平成２２年 ５月１９日 焼却研究棟の廃止、地下部分の管理区域の一部解除 

平成２３年 ２月２１日 サイクロトロンの設置承認 

平成２３年 ８月２５日 排気、排水設備の一部変更 

平成２４年 ９月 ５日 使用核種、数量の変更、管理区域の一部拡大、 

   遮へい体の追加 

 

立入検査、施設検査（定期検査） 

 

平成 ５年 ３月３１日 施設検査（４月１９日合格） 

平成 ８年 ５月１３日 焼却実験棟の設置に係る施設検査（５月２２日合格） 

平成１１年 ４月２２日 科学技術庁立入検査 

平成１３年 ５月１８日 施設検査（６月２９日合格） 

平成１６年 ５月１４日 定期検査（６月１４日合格） 

平成２０年 ４月１７日 文科省立入検査 

平成２３年 ３月１５日 施設検査（３月１８日合格） 

平成２３年１１月１７日 施設検査（１１月２１日合格） 

平成２５年 ３月 ７日 施設検査（平成２５年３月８日合格） 
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あとがき  

 鹿田施設ニュース第８号をお送りします。本年度は発刊が少し遅くなりまし

たが、何とかお送りする事ができる運びとなりました。放射線を取り巻く環境

は激変していますが、巻頭言にもあります様に区切りとなる新たな１０年をス

タートするとの意気込みで自然生命科学研究支援センターの使命のもと施設職

員一同努力してゆく所存です。 

 鹿田施設ニュースは、記事中に名前はありませんが、鹿田施設の全職員が何

らかの形でかかわって出来ています。 

 アイソトープ総合センター長会議では本部研究交流部および光・放射線情報

解析部門津島施設職員の方々にも大変ご協力頂きました。鹿田施設ニュースへ

の講演要旨等の転載を快諾して下さった、山本進一理事、山本洋子教授、佐藤

和広教授にあわせて、お礼申し上げます（花房記）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


